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北海道立地下資源調査所広報紙  

日本海沿岸地域の振興に一役 一浜益村に初の温泉   
罫  

昭和59年6月から10月にかけ，日本海沿岸地域振興対策として，  

地熱温泉に関する地下資料の収集と温泉資源開発の可能性を明  

、、かにする目的で，浜益村において地下資源調査所試すい探査  

事業による地熱ボーリングが実施されました。   

浜益村は石狩支庁管内で最も北に位置し，かっては交通の便  

が悪く陸の孤島となることもありましたが，現在では国道231号  

繰ほかの整備により，札幌・滝川・留萌に通じ，海水浴場など  

のリクレーション基地として，また農水産物の生産基地として  

脚光を浴び始めています。この地域では，地質的条件などから  

これまで温泉の開発は難しいとされていましたが，浜益村では  

ノ観光と産業両面の一層の振興につながるものとして，温泉資源  

の開発に期待をかけてきました。   

地温の大きな上昇が望めないこの地域でも，平均的地温勾配  

（100mで3－3．5℃）で地温が500c前後となる地下1000m－1200  

岸から約4km入った浜益川右岸敷地内としました。掘削には，昭  

和58－59年に新規購入されたボーリングマシンを使用しました。  

結果は地質柱状図に示すように，17mまでが河床堆積物，112m  

までが摺鉢山を構成する貴人岩の角閃石安山岩，265mまでが於  

札内層，それ以下1200mまでは左股層でした。掘削中，707～970  
いつ‾〔い  

mの間に7箇所で逸泥現象がありその対策に悩まされましたが，  

一方で亀裂の発達による温泉版存の可能性が示唆されました。   

掘削後行なわれた孔内検層では，1200mで540cに達し，先の逸  

泥箇所では温度異常も認められました。ストレーナーは逸泥の  

あった700m以探に設置され，孔内子先浄後エアーリフトおよび水  
ようとう  

中モーターポンプにより揚場試験が実施されました。自然状態  

では，自噴量4馳／分，温度310cでしたが，動水位144mでは，揚  

場量310且／分，温度40℃で，この地域としては湯量・温度ともに  

予想以上の成果となりました。泉質はカルシュウムと塩素が主  

成分で，泉質名は含土類食塩泉でした。   

石狩管内の日本海沿岸地域初の温泉開発に成功し，浜益村で  

は早速地域のリクレーション保養施設の浴用，さけますのふ化  

事業，野菜のハウス育苗などへの有効利用を検討中で，村民の  

大きな期待が寄せられているところです。なお当調査所では，  

掘削結果とこの地域の温泉資源について目下室内検言寸を進めて  

おり，詳細な報告を後日おこなう予定です。  

ふぞん mに，地下水（温泉）を賦存する  
亀裂が発達すれば，温泉開発の17  

j一能性はでてきます。昭和58年，，2  
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臣ヨ河席堆積物  
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E∃細粒砂岩一泥岩  
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巨EAB古層  

「免泥箇所  

に温泉開発の可敵性調査が開始15  

され，村の依頼により，当調査  

所では地下深部の地質構造を把  

握するため，電気探査を実施し  
ム
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ました。その結果，安山岩溶岩  
かくれき ひナごり  

・火山角礫岩・泥岩からなる左551  
かごこうしつけつがん ぎようかい  
股層，硬質頁岩・火山礫凝灰岩  

おさつない  
からなる於札内層に，摺鉢山を  

かくせん  
つくる角閃石安山若が買入して  

いることがわかり，周辺の地下867  
921  

寺采部には，買入に伴う亀裂の発  
993  

達が推定されました。   

このような事前調査により，、12、  

掘削位置は道々浜益滝川線を海，2∞  
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揚湯試験でくみ出される温泉   ボーリング地質概略柱状図  
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今桝晃つけ美適すべり綺龍L 臣緋こポすよう∴∴ 夷離乳七と，簸  
ぎヱうカ、、かくrt♪  

はした瀧沢殉礫㌢その間に、存在LていまLた′ この蘭は，準さ2  

≠5詔蔓湘の略灰色宰おじジ）一書‡にあjj、こ♂〉溶室を境として九ブjで審槌  

にスライド計せることができますウ ニ郊時報われる漸ほ一 度麿  

♂）ある平紡な癖で、ダ葺きス状椚結圭二がけ紆L、てい三ましデニ。衰た，   

ニ外商付近にほ㌧ 雄通ずり深溝－か態梢Lてぶ隼、捜すべ牒漂潤   

霹如こよ一｝プてできたむのヒヒ考えられます～、な料 地すべり池付近  

の地登葺ほ，患白糠紀の飽海尋カ、言フな－、ユてい患す 

一般に，捜すペパは施すべり漬ほ境ヒLて仁捜すべり土塊ザ   

滑動する礪腐といわれていますか，蝕すぺ豪）面を′譲；芦崇に観察し   

たり，せん漸強度 く摩楼プJ）を渕こ嘉することむ㌔ 熟達パ＝豆わ凍   

ていませんご こ碧L喜ま，池すべ≠〕一糸盲か飽l首i号若く；こ存呑ミし、恵た，  

㌔打に動くj）けぐほないため、こダー繭が洋才‡ミすか親璧を確認七た   

軋 二郎翫こ掘り出す乃が難しいためです魚 そこで．鮮適；蓬．絶   

すべ≠きi泡の形ややん齢鰍璧をいか、ら竃・方法で擬音L，電場憎  

を計舘しています 

今桓1ジ）罰査でほ，、これまでの仮定による方法の笛‡邑ヨ平賀を確か  

煎るため，粟糟横磯頭1用牒摘溌巨細侶，やん新仏度を潮宝L   

ました余 この磯㍑㌫板ぷパニよっぺ1澤’）九′二き妨とかなさ）くい違う  

測定値が寺…阜らま′L表した 現軋 この埋ぬに・′っいて械紺青著です。  

テストピットに見る地すべり面   

！二川結髪即汀と‡j傑別の蝕すべり防、き＝凋捕虜曝㌣ 最購絹漉  

すぺり面を鬼つけ七希凝明恩凝せ∬半まL美㌧ 当磯路所では，  

臆すベリ防止烏牒押戊牒相打ト■環とLて勺 施すペ引払野構造や  

性質を明らかにすることに灘づ細見で小恵す㌧今亜匿磯慄冊  

よ1川支げ中海紡機出張照明儲凍を硝て∴昭朝㍍年度から軋洒磯  

野を言汁による施すべ享ブ痢深蜜燕観測を開始し、この射ぎ等もiこ基づい   

て，清二維2mダラテ旦トビット（撃き‡）を搬離し、J′，刺した深軍資   

㌣地すべづ雨ほ牒∴頼圧パルです  

地下資源調査所ニュースの創刊に寄せて  

商工観光群石炭鉱救澤最 良本領尊  

敬級，北海」息の饗薄；消耗≡を“i三たる…′書的とLて譲空と意された漁㌢◆  

許源調査所は，キ＝まで道内の各種鼠庸の闊発調査や指導に、  
ザ烏パ  

あるいは飽肇賢用紙などの作成に大きを役割を敷たしてきたこと  

は，今配漂う患でらあijません★ Lか！一なが－∴ ニ酢計隼を経書  

キE主，就こ葉音f、敢を凝り巻く幣勢彗変化ふ伴串，その餞割美もゃ  

なからず変化が求められてきている■乃が妄をミiぎ！二なとこぅです 

近年卜道内で兜躯絢に粟施された地熱・享題敷などご一夕新エネル  

ギー資源の溺査や水資源閲鼠 あか1は地盤沈ド・鵜溜月払宜  

引払購銅伸臓托せ針解いパ闘紅溝川組心瀞㈲勘錮綽婚㍑  

にほ敬澄を表するところであります 誓書芋茎鋸ユ乾襲ぃてきた基堤  

純な成果キ鐙イーとLて靂 母線は遣毒㌢虚烹や那汀郎行政凝るいは蛙  

享き；jの乳を温適した～…製麺へのj鎧求が持た斎Lく5ところです′ 

そのような蕊嫁で，こ♂ノきたむ町誓r地、巨跨薄儲精勤堰こJ∵－スjが発  

弼㌢れト盈掛取榛部首やホ町村さらには泣繍紫野などと広く構  

純受検を者かi、銀製の潜没に務めごこれることは まこと；ニ蜂を  

得てき川t 樹齢盲、鴎組聖者として大いに期待するとこヰです   

創刊のごあいさつ  

北海適宜地下資源粥査所々最 洒匂純横   

広太莞ヰ、飽と豊景ぎな密漁に碧ミまれた，軋胤遺ほ，大きな絶域の  

詣ー縫條を秘めたところとLて、い針断じい愛革の時代を凝え  

艶済頂自立や活力あふ地相ヴく町制加軌 － さ恵ざまな努力か  

観け・ナノれてい恵す、；各地域：り条件を吉富賢かL、た等キ色ある村おこし  

鍔iづく‡きなどむ大きな課題ですが．それにほ地域の索漠と環境  

についての理解と適切な緩衝釣女舶旨がご糎）られるこさとかナ㌧，そ  

れiこ対す＆要望宣諦、吏をj′’J〆Jあるようです分  

地下栗源瀾粟伺では，昭㈲ぶ瑠の郎立点凍J磯瀾守戦闇晋戊   

華儲汀ン｝いて母1基礎的な調誇豪研究を過れ 薫き通約に概要を主i狩ら   

カ守こLてき渡Lた。LかL，軋タ）ような餓轍をうミサて書 き妾ヒ近で  

は別離翫綽凋膵潮灘あか・測温無期那翫来圧印絹凋摘拭滴  

根した深纏をとりあげるヒヒもミニ，ほ彿♂欄葦‘軋 綿；執 曹攻、  

壌料グ）生約‡馴基lあか1は牲盤；機関との協jj㍍・ど，いろいろ㌔ 

琴三で寄∫プノすることにノ′ブと〆きているところです   

こ釣ようなことから彙 当‡鞘査河沼♯憂忘恩塁、こノブいてノー▲屑の炉ぎ解を  

いブニだき．多少毛・りとも亮津翫こ互∴沌銅紆を招潤しようと rニ．っ 

仙ス」を先月することにいたL表したソ ニこでは，覇業の推濃  

淡況や蘭査覇究都塵慄㍉トピップ且、覇しい技麿蘭灘波ぜせ事  

単票にご乾いただけるよう御車ごミ介したいと替えておりますので鶴  

郎 凝ねがえれば宰に存ずる次穿ぎです 

2  



温泉による融雪実験始まる   きj；、こ行なゎれ美灘潤摘滴汽㌧L 拝＝け宜か雪の＊に雪 写牒署り  

うにさミミヤとアスワ・き－ルトが、妃≠L蒙」たごメ 締ま享こ靂巨；‘が革常が少なか  

っ予こためt 期待ピう室ブ；二十分ミ｝試験ごま吾汀〉れませんで」た 

こか．から巌冬灘頼通号㍉ 辛机机釦、きて、〔かにi汀ナる低音温泉グ）す富効  

紆酢細1如ことって．婆を、重なヂ、・タか蔓≡きら離．るも習と督J；一戸＞れます 

、ニ釣楽闇‡化試験烏凝髄透て里鳥せ頼∴ 勲摘げ欄鍾銅鋸＝離漸  

・融てぎ㌻駿さらに親王遠・即紆騒かの関係など告チータ然り紋り寮甘け  

られ．蜜す¢ なき右 こダラー試験を節覧にミ▲りたいカほ、㍍勅封掛撲漆  

鮮孟でぶこLください定  

瑚刹㍍年度か七郎凝一転抱きれている齢1漕漕頼凍脾儲愉雄藩  

にj言いて、こグ〉冬か～’通路匠慄湖北成騎か姐わ親心㌢㍍㌔ 二  

の藩農で烏パ経机昔ぺ旛隼に勉す資源朗兼務蘭漉 ニi業璧吏；57汀iの  

胡査絆が規則され 那薫法輪‡二よ～タ深更璧29ゴ～62章Jmに伏帝二する  
－・′′－  

葉指針二紀農事緋終ぎょ；よそ2糊¶狛十方‡薯こ涌ラグ）茎i鶴野層軋 供吏温泉の  

有望な帯ブ匪堅と確認きわ．ていましな∴瀾査丼の結果にもとづい  
よつ豆∵  

㌣∴時弊隠に肯恕錮拍げ秘瀦灘宵髄鞘され誹緑纏綿結㌦㍑い  

℃魚放漫厳か毎分凋錮1鉦掛舶む、、ゝ、・きノき胤n亭 紗射j笠：Ⅵ、35．7nl〉  

程度漕劇場ことが＼神童f∃していまじ′ご 

そ鉛橡構内宣＼新緑亘．声門1×！き．6月lラの巌繋◆転言或：化の実験場を  

りくり，締彗せ凝㌍痛拍イけぺっていたむのです∧ て菱ミ験域に；烹1  

…堅烈風藩弧釣ポリプナン㌔ごイブか，史書灘渦巻き状によ11を設紺野さ  

れてい戌す．｝ 歩きな｝、、）ナニ栄作での鰍祭服況を把握する＝約のたれ  

を新車分しノ∴仁木粗壁笥開聞■深度をそれぞ妻と？吏い軋7  

〈¶，2わ・71輸す≧，ま5■tもj．；c‡‡1、i5■7，甑†∋≡こ変えてあります。1こヱ  
降雪の中城まった鞄雪来襲  

まだ残るセントヘレンズ火山の惨状  
海外研修だよiJ（そのり栂常閣査野山綬宏光 

郎を恕≡ぶた鍬胱でそ皆となのです。  

後＝アメりやでも，Iミ草Ck f薫】‡㌣針がおしり∴きね点滴儲㌫骨  

くわLたことがありまLた㌫ き酎主節幕欄ぎミニよると，2人の子供か  

根性‡二な一｝ノ／二とのこと、広さや人妻絹子き蜜などむ考渡しなければ  

ろ▲らないグきでしょうか，このよう熱血災害への榔㌫ほぎ盲塞こJ’〉みか  

遊んで，・るように瞥，い渡Lた 

行政的にも大きな権限  

軋申棋舶膵頼げリリカにむ県 Lた∵軋税と姉髄灘挿ぼ再  

■巨㌢ン打㈲紆北，ワシントン州勃仰ンクー・－べ｝、“一にあるアメ巨j  

ヤ地菅‡商才一滴凍スケ両トね！減酎輔掛で1遇脾ほすごサニとにキ  

りまL㌔。その間J闇狛隼封吊漸】に大爆撃菱を起、ニしデニセントヘ  

しンズ永由を空かナ◆兄、せてららうことがごきまし一た｝ 着て二手′ダき研  

がメ．祭 

粟昔巨甘‥㍉トーさスバ∴粟衿＝ てむらって＼キ里許なだ署ゼ㍗．ミヤヒL  

℃情状や，爆風による森組の紺野を‡…の＼整りにすると，その増  

発のすきまじき針軋壇で思い知らされまLたパ隼た1た今でも  

鴬’ピけ綿雲二」ま泥流が発声量＝し，そ萄対策トニ兼をいためているとい  

うことでしたフ  

噴火時潤灘灘沌沃洋行H∴てせきとめられ土スヒパ㌧バ牒継  

承投をさげるため，トンネ戸♭i凋持崩か巨ぐした心 ′J巨叫きんキ  

ビアメ王タカ飽膏宣Y詞r霹£戸頼子スタ▼了7ほ一 汁舘約にも永藩な凝滞沌  

縛っていて，こ拾トンネル男服諸藩凝溌することもそ釣什牒凄  

ノ）、ニヒ√こす√＞ アイき才力飽誓書f；ぎ当た萌は，アヤテ′ミ、ブタゞな音量こ㈲かゃ  

料∴プラタティ鳶ほパー什薄か昔牒－こいうことでしブニ  

札幌からパンクーパーへ   

甘木を釆ン′てかi’ノ，まずケナダ輔毎「㌢；1のバンプ…ベ■叫に‡…引か  

いました∴ 始めにやナグ魔紫調登所バンク血パー「一生薄 ，寅こ榊筆   

地球科やセンタ冊、フ㌧テイ、ソシごコロンビア珊エネルギ爪巌：   

再考i油省：り地羅郊およぴ】7‾さjティワシェコロンビア大てゝ許などを  

紘門しました∴対敵熱衡弼紆紅折りつけるヒノ銑に 飽巨資澱  

漱兼所幻覚務内容などの矧僚せ省一｝′｝てき渡Lたむ   

私ダき研鰭テーマである環境腰質問洩でほ，聞耳釣カナダ地層  

ザ、電熱軍で、くわしい≠重層飽j吉富用を苔寺機しており大変革号になり  

まLた：′ 掬一笑の湧こ妄言£洋池球紺ゝ≦たセンターほ，ニ∴れ愛でほ海洋の  

緋究深建か≠こ宰でL、たが，髄爵ミほ地震グげ短璃歪放ら大きなプロ  

ジェクトということでL汽：。ブ…プチ巨ソシコ，コロンビア大やば．  

軋醜とも纏職藩主新磯遭灘透か，甘地で紆托した幻を記憶㌧ぺ  

造－ゝンま≠、たNiも（き吾）e f－てa‡・あ駆紆近くにあり渡すふ1矩争甘玄関は野る  
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‘タQ．地下水を利用していますが，エキノコックス汚染の心配はないのでしょうか（網走支庁管内，一道民）  

A．エキノコックス症というのは，エキノ  ては，粘土等の不透水性の地層の下にあり，より深いところに  

あるので，もっと安全であると考えられます。   

地下水を利用する上でむしろ注意を払う心安があるのは，配  

管など取水施設等からの虫卯の音昆入です。取水施設付近に成虫  

の寄生しているキツネ等が存在すると，虫卯も近くにばらまか  

れている恐れがあります。その虫卯は風で運ばれたり，降水で  

流入したり，昆虫に付着して運ばれたりするので，エキノコッ  

クス症にかかる可能性のある動物，例えばキツネ，イヌ等を近  

づけないようにしなければなりません。また，井戸内や取水施  

設に直接表流水が混入しないよう充分な管理が望まれます。  

コックスという寄生虫の一種の虫卯が口を経て体内に入り，幼  

虫となって寄生するために生じる病気です。ヒトの体内で成虫  

になることはないので，ヒト同士で感染する恐れはありません。   

次に，地下水の汚染についてお答えします。地下水には，浅  

いところにある不庄地下水と，深いところにある被庄地下水の  

二種類があります。前者については，地下浸透による濾過を経  

ますので，径30ノノm程度の虫卯の多くは帯水層まで到達する間に  

捕捉されてしまうと考えられています。したがって沢水等の表  

流水に較べると安全であると考えられます。また，後者につい  

900c），泉質的には単純泉が多く，現在は主として浴用に利用し  

ているとのことです。一部で農業，水産業，工業等での多目P 

利用も行われており，今後は深部探査をめぎすとのことでした。   

当調査所からは北海道の地熱資源と開発利用の概要，地熱資  

源についての調査研究業務を紹介し，活発な意見交換を行った  

後，構内で実施している都市型熱水利用調査の現場を視察しま  

した。   

★所談話会・研修会のおしらせ   

当調査所では，毎週金曜日（15：15より）所員が調査・研究成果  

を発表する談話会，所外講師による研修会を催しています。日  

程の一部を下記におしらせしますが，所員外にも公開していま  

すので御参加下さい。なお，日程の変更もありますので事前に  

御問合せ下さい。   

1月25日 北海道の泥炭地（北大農：梅田安治助教授）   

1月31日 北海道沿岸地域の諸問題（東海大：石井次郎教授）   

2月1日 帯広地区の温泉開発の現況（水位低下について）   

2月8日 59年度畑作振興深層地下水調査報告（千歳，美瑛，  

七飯，門別，幌延地区）   

2月15日 岩盤計測の現状（北大工：石島洋二助教授）   

2月22日 恵庭市光竜鉱山における抗内化探について   

3月1日 都市型熱水利用調査の中間報告   

★第23回試儲研究会のおしらせ  

当調査所と北海道地質調査業協会お  
⊥竺て：∫二rl∫r∫√さr三√三㌻さ≧ゴヒをエミュニナ t邑㌧、、、、  

よび全国さく井協会北海道支部共催の読経研究会は，第23回を  

迎え下記の日程で催されます。  

日時：3月14日㈹ 9：00～17：00，終了後懇親会   

会場：水産ビル8階会議室（北3条西7丁目）   

現在，70ログラム等について検討中です。御問合せは，技術  

探査部開発技術科（内線429，430）′まで。   

★所出版物のあんない  

●北海道立地下資源調査所年報 昭和58年度  

昭和58年度に実施した事業と成果の概要   

●羅臼の地熱資源（地下資源調査所調査研究報告第13号）  

昭和53年度から58年度にかけて調査を実施した羅臼地域  

地熱開発調査の総■合的な報告書   

●地下資源調査所報告 第56号  

報文：白老地域のカオリン資源，上興部地鱒の石灰石資源  

短報：室蘭市周辺の重力異常，種々の研磨片の迅速作成  

法，地下水調査報告（旭川市江森別地区・音更町  

共力地区・豊富町福永地区・遠別町丸松地区・黒  

松内町角十地区・今金町金原地区・音更町南中士  

幌地区・鶴居村下久著呂地区・女満別町湖南地区・  

置戸町川南地区・鹿追町瓜暮地区）  

資料：層雲峡地区H．G．S3号井の観削，十勝岳火山活動観  

測記録   

★中国から地熱の視察で来訪   

1984年5月14日，中国福建省地質鉱産局の陳天祥氏を団長とす  

る地熱視察団（団員は白鵬軌 許春基，張統道，起欽銘の各氏）  

が来所しました。  

福建省での地熱資源開発の歴史は浅く，これまでは500～600  

mまでの浅部が対象でした。地熱水の温度も50～600c（最高で  
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